
（図表１－１）世界経済の成長率 
 

１．世界の実質 GDP 成長率の推移 
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２．世界の経済成長への寄与度 
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（資料）国際通貨基金（IMF） 

（注）購買力平価ベース。 



（図表１－２）各国・地域の実質 GDP 伸び率推移 
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（図表２－１）米国の消費者コンフィデンス指数 
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（注）コンファランス・ボード指数は 1985 年=100、ミシガン大学

指数は 1966/1Q=100。 

 

 
 
 
 
 



（図表２－２）米国売上税と個人消費 
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（資料）米国商務省 

（注）売上税は、州および地方政府の合計。 



 

（図表２－３）米国の州別の売上税と住宅価格の動向 

 

（前年比） 

全米（注）  カリフォルニア フロリダ イリノイ  

売上税 住宅  売上税 住宅 売上税 住宅 売上税 住宅 

06/1Q 7.0％ 12.3％  9.9％ 19.1％  9.7％ 26.7％  9.2％ 9.0％ 

   2Q 5.6％  9.8％  2.1％ 14.3％  8.7％ 20.8％  8.8％ 7.8％ 

   3Q 6.3％  7.5％  2.1％  9.8％  4.8％ 14.8％  2.6％ 6.9％ 

   4Q 4.4％  6.0％  1.1％  4.6％  3.0％ 9.5％  6.2％ 5.9％ 

07/1Q 3.4％  4.5％  2.5％  1.3％ -2.2％ 4.6％ -2.5％ 4.9％ 

   2Q 2.0％  3.4％  1.3％ -1.1％ -4.1％ 1.4％ -3.3％ 3.8％ 

   3Q 0.4％  1.8％  -10.5% -3.6％ 4.7％ -2.1％ -2.6％ 2.5％ 

10 月 N.A. ―  -8.7％ ― -6.2％ ― N.A. ― 

 

メイン ネバダ ニューヨーク   

売上税 住宅 売上税 住宅 売上税 住宅   

06/1Q 19.3％ 8.9％  2.4％ 16.8％  3.3％ 12.4％   

   2Q 10.9％ 6.1％ 10.4％ 11.3％ -4.9％  9.4％   

   3Q  8.4％ 4.4％  1.8％  8.0％ -4.4％  6.6％   

   4Q  8.3％ 4.8％  4.0％  4.0％  0.3％  5.3％   

07/1Q  1.9％ 3.7％  6.8％  0.8％ -4.5％  3.6％   

   2Q -22.1％ 3.5％ -2.7％ -1.1％  4.0％  2.7％   

   3Q  2.3％ 2.9％ -5.8％ -2.4％  4.3％  1.4％   

 10月  0.6％ ― N.A. ―  2.5％ ―   

 

（資料）売上税：米国商務省（06/1Q～07/3Q）、各州税当局（07/10 月） 

住宅価格：米連邦住宅公社監督局（OFHEO） 

（注）全州の合計（ワシントン D.C.、地方政府を除く）。 

 

 



（図表３）日本経済の成長率 
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（図表４）企業の業況判断 

（１）製造業 
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（２）非製造業 
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（注）1. 2004年3月調査より見直しを実施。 

         旧ベースは2003年12月調査まで、新べースは2003年12月調査から。 

      2. 非製造業大企業の83年2月以前のデータは主要企業。 

      3. シャドー部分は景気後退局面。 

（資料）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」      



（図表５）実質輸出の地域別内訳 

（前年比、％） （季調済前期比、％）（季調済前月比、％）
暦年 2006年 2007 2007年 0 0
2005年 2006 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 8月 9 10

米国 <22.5> 7.3 10.3 -0.7 -0.9 -3.7 5.4 -1.8 7.6 -7.3 0.9

ＥＵ <14.5> 3.3 10.3 0.9 3.7 2.3 6.8 5.7 3.8 2.1 3.0

東アジア <45.7> 6.1 9.1 2.3 4.3 -1.4 5.6 -0.3 7.4 -2.3 -1.1

中国 <14.3> 9.6 20.1 6.6 5.5 -3.0 10.1 1.8 11.0 0.3 -1.8

ＮＩＥｓ <23.2> 5.0 5.7 0.2 3.9 -1.6 2.9 -2.2 6.0 -4.8 -0.9

韓国 <7.8> 4.5 7.7 1.2 5.1 -2.5 0.2 6.2 6.0 -2.1 5.7

台湾 <6.8> 4.4 3.7 -3.5 0.1 1.6 5.8 -12.5 6.4 -3.6 -12.1

ＡＳＥＡＮ４ <8.1> 4.4 2.8 0.9 3.6 2.1 4.7 0.7 5.2 -0.6 -0.5

タイ <3.5> 10.0 5.2 0.5 3.8 0.8 5.1 -2.0 6.1 2.3 -5.4

その他 <17.3> 11.5 19.5 2.4 4.4 4.1 6.3 6.9 8.9 -6.2 8.5

実質輸出計 5.3 10.5 1.0 3.0 -0.4 6.0 0.4 7.0 -3.4 0.6
 

（注）１．＜ ＞内は、2006 年通関輸出額に占める各地域・国のウェイト。 

   ２．ＡＳＥＡＮ４はタイ、マレーシア、フィリピン、インドネシア。 

   ３．各計数は、X-12-ARIMA による季節調整値。なお、2007/4Q は 10 月の 7～9月対比。 
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（注）東アジアは NIEs と ASEAN4 の合計。 

（資料）財務省「外国貿易概況」、日本銀行「企業物価指数」 

 



（図表６）住宅投資関連指標 

（１）新設住宅着工戸数 
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（２）マンション販売動向（全売却戸数） 
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（注）1.X-12-ARIMA による季節調整値。 

   2.2007/4Q の全売却戸数（契約成立戸数）は 10～11 月の平均値、期末在庫戸

数は 11 月の値。 

（資料）国土交通省「建築着工統計」、不動産経済研究所「不動産経済調査月報」 

（注）2007/4Q は 10 月の値。 



（図表７）労働需給、賃金、雇用所得 

（１）失業率と有効求人倍率 
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（２）名目賃金 
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（注）1. 事業所規模 5人以上（下の図表も同じ）。 

2.第 1 四半期：3～5月、第 2：6～8月、第 3：9～11 月、第 4：12～2 月（下の図表（２）

も同じ）。 

3.2007/3Q は、9～10 月の前年同期比（下の図表（２）も同じ）。 

（３）雇用者所得 
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（資料）総務省「労働力調査」、厚生労働省「職業安定業務統計」「毎月勤労統計」 



（図表８）企業規模別にみた名目賃金 

 
 
 

９０年以降の景気回復局面における名目賃金の動向 

 

　（注）X-12-ARIMAによる季節調整値。
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（注）X-12-ARIMA による季節調整値。2007/4Q は、10 月の値。 

（資料）厚生労働省「毎月勤労統計」 



（図表９）パートの状況 

（１）パート比率（毎月勤労統計） 
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（注）1.毎月勤労統計の計数は事業所規模 5人以上（下の図表も同じ）。 

2. パート比率＝パート労働者数/常用労働者数×100 として算出。 

（２）賃金 
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（注）賃金は事業所規模 5人以上の値。賃金の 2007/4Q は、10 月の前年同月比。 

（３）所定内給与（５人以上）の就業形態別寄与度分解 
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（資料）厚生労働省「毎月勤労統計」、日本銀行「企業向けサービス価格指数」 

 



（図表１０）日本の消費者コンフィデンス指数 
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（注）1．季節調整値。 

2. 消費者態度指数（調査客体：全国一般 5,000 世帯弱）、日経消費予測指数（同：
首都圏 600 人）、生活不安度指数（同：全国 1,200 人）はいずれも消費者意識を

尋ねたアンケート調査。 

 

（資料）内閣府「消費動向調査」、日本経済新聞社「日経消費予測指数」、 

日本リサーチ総合研究所「消費者心理調査」 

 

 



（図表１１）消費者物価指数（CPI）の動向 

 

１．消費者物価指数の長期推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （注）日本の計数は、消費税調整済み。 

 

２．CPI（除く生鮮食品）の上昇・下落品目数の推移 

 

 06/1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

上昇 209 215 215 209 220 232 235 248 241 242 245 249

不変  49  49  44  50  44  46  49  48  48  57  50  44

下落 265 259 264 264 259 245 239 227 234 224 228 230

上昇－下落 -56 -44 -49 -55 -39 -13 - 4 +21 + 7 +18 +17 +19

 

 07/1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

上昇 252 240 244 255 263 249 256 257 245 273 

不変  43  47  52  60  51  49  59  57  54  53 

下落 228 236 227 208 209 225 208 209 224 197 

上昇－下落 +24 + 4 +17 +47 +54 +24 +48 +48 +21 +76 
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（図表１２－１）国際商品市況の動向（その１） 
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（資料）Bloomberg、IMF 



（図表１２－２）国際商品市況の動向（その２） 
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（資料）Bloomberg 




